
　日本リウマチ財団登録リウマチケア看護

師制度が発足して８年目を迎えるが、本号

に第１期生のアンケート調査結果が発表さ

れている。

　リウマチケアの質の向上のため、リウマチ

ケア看護師の皆さんがいかに熱意を持って

リウマチ医療に取り組んでいるのかが伝わ

るとともに、本制度の維持及び発展のため

にさまざまな問題が存在することも明らか

になった。

　リウマチ専門クリニック、診療所での勤

務は別として、特に病院勤務の看護師の場

合はせっかく資格を持っていても別の部

署に配置換えがあること。糖尿病・がん化

学療法などの認定看護師と違い保険点数

に反映されない。半数以上が資格取得･維

持のための金銭的なサポートが得られて

いない。インセンティブとして給料面に反

映されない。他部署に異動した時のリウマ

チケア資格への評価システムの構築の必

要性などがあげられよう。

　どうか財団、学会の諸先生方で力を合わ

せてぜひ問題解決に取り組んでいただき

たい。

　他の注目記事として岡山大学西田准教授

と山村編集員との対談による「リウマチ肘

手術のタイミング」があげられる。

　肘関節のADLの大切さ、肘の変形機序、

肘病変を見逃さないためのポイント、肘関

節の手術へ至る前の患者への生活指導や

関節装具などについて図表、写真などを示

され、わかりやすく具体的に説明されてい

る。最後には手術のタイミングを逃さない

ために関節外科専門医への相談の大切さ

も教えていただいた。特に私ども内科系

バックの医師にはとても勉強になり、内容

の深い記事であるといえよう。

　この記事が皆様にとどく頃は秋も深ま

り、本年も残り少なくなってきたと思う

季節です。忙しい年末を前にお体には充

分留意下さい。

編集後記

平成30年9月開催企画運営委員会の審議概要を次の通り報告します。
企画運営委員会　委員長 西岡 久寿樹

リウマチ教育研修会とリウマチの治療とケア研修会をひとつにまとめ、
「リウマチの治療とケア教育研修会」となりました。

日和 良介 氏／京都大学医学部附属病院 免疫・膠原病内科
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平成30年度 リウマチの治療とケア教育研修会

平成31年度 リウマチ財団新規登録医募集

平成31年度 リウマチ財団登録医資格再審査・更新手続き

検索

平成30年9月 企画運営委員会 議事録

議　題
【報告事項】
1. 委員会等の開催について
 ① 第2回登録理学療法士・作業療法士制度検討部会（7月19日）
  検討部会で審議した結果、下記のとおり決まった。
　  ・制度の名称は「日本リウマチ財団登録理学療法士・作業療法士」とする。
 ②第2回医療保険部会（9月9日）
  ・平成30年度診療報酬改定の検証及び平成32年度改定について。
2. 研修会の報告について
 今年度から「リウマチの治療とケア教育研修会」に統合し、6地区8会場で実施。参加者数は、北海道・東北
 地区（山形）67名、関東・甲信越地区（東京）169名、近畿地区（大津）127名。
3. 日本リウマチ財団委員会委員（平成30年～平成31年）の任命について
4. 平成31年度リウマチ月間リウマチ講演会及び実行委員会について
 来年は6月23日（日）に「大手町サンケイプラザ」で実施することが決まった。
5. 財団創立30周年記念誌について
 記念誌(データ)がほぼ出来上がり、近日中に財団HPに掲載予定とした。

【審議事項】
1. 国際学会におけるリウマチ性疾患調査・研究発表助成者の選考について
 アジア太平洋リウマチ学会2018　1名　、アメリカリウマチ学会2018　1名
2. 平成30年度法人賛助会員セミナーについて
 11月13日（火）16：00～18：00開催予定。演者「田中栄」先生、「岡本一男」先生。
3. 平成31年度以降の教育研修会について
 平成31年度については従来通りのやり方で行い、6会場で進めるとした。
4. 教育研修単位認定申請の見直しについて
 平成31年度から改正することで、委員会で検討して進めることとした。
5. 「関節リウマチのトータルマネジメント」改訂第2版の発刊に関して
 作成する方向とし、出版社等と調整する。
6. 財政状況（正味財産増減計算書）について
7. 災害時の財団対応について
 「災害時リウマチ患者支援事業」について見直しの方向で進めるとした。

国際学会におけるリウマチ性疾患調査・研究発表に対する
助成者報告書（EULAR 2018）

プログラム、申込方法、取得単位等詳細につきましては、財団ホームページをご覧ください。

　6月15日にポスター発表を行った。演題名は、“Trough concentration of mycophenolic acid 
correlates with renal function and serum albumin level in Japanese patients with SLE”
である。ミコフェノール酸モフェチル（MMF）はリンパ球増殖を抑制する免疫抑制薬で、本邦では
2016年にループス腎炎に適応となった。MMFは内服後、速やかに加水分解され活性代謝物である
ミコフェノール酸（MPA）になる。移植領域では以前から血中濃度モニタリング（TDM）が行われて
きたが、ループス腎炎におけるTDMの有用性は明らかではない。そこで、日本人のSLE患者におい
て、MPAの血中濃度に影響を与える因子について調べることを目的として研究を行った。
　京都大学医学部附属病院でMPAのトラフ濃度を測定したSLE症例を集め、線形回帰分析を
行って血中濃度に影響を与える因子を検討した。20例の血中濃度データを用いて解析を行い、
単変量解析ではMPA血中濃度とMMF投与量、血清アルブミンの間に正の相関を、クレアチニン
クリアランスの間に負の相関を認めた。多変量解析によって、血清アルブミンとクレアチニンクリア
ランスが独立した因子であることが示された。つまり、アルブミンが低いほどMPA血中濃度は低下
し、腎機能が悪いほどMPA血中濃度が上昇する、という関係が明らかになった。ループス腎炎では
低アルブミン血症と腎機能低下が起こりうるので、至適血中濃度を得るにはTDMが重要であると
考察した。 
　様々な国のrheumatologistにポスターを見ていただき、数名の方からは興味深い内容だと
言っていただいた。質疑応答では、血中濃度の測定方法や、対象とするべき症例について興味
深い示唆をいただいた。後方視的検討の限界も改めて感じた。今後、MPA血中濃度と有効性や
副作用との関連についても研究していきたいと考えている。
　学会を通して、基礎、臨床あるいは両方にまたがるリウマチ学についての様々な発表を聴き、
勉強になるとともに非常に刺激を受けた。また、治験が進行しているSLEや血管炎の新規治療
についての発表を聴いたり、SLEの新たな分類基準とその背景についてのプレゼンテーション
を聴いたりと、明日からの診療につながる知見を得ることができた。

　下記年度にリウマチ財団登録医になられた方は平成31年度資格更新者に該当いたします
のでご留意ください。

引き続きリウマチ性疾患の診療に従事している
リウマチ財団登録医であって、診療患者名簿10
例を有し、下記のいずれかを満たす者。
1. 教育研修会、eラーニングで20単位以上
2. 教員研修会に5回以上出席し、eラーニングを
含む教育研修単位10単位以上

1. 登録資格更新申請書
2. 要件を満たすことを証する書類

次の者は更新資格要件不要
1. 65歳以上の者で10年以上継続して登録医
2. 15年以上継続して登録医
3. 日本リウマチ学会リウマチ専門医
4. 日本整形外科学会認定リウマチ医

登録資格更新申請書

森本幾夫
順天堂大学大学院医学研究科
免疫病・がん先端治療学講座 教授

開催地区

近畿

東海・北陸

関東・甲信越

H31
2/3（日）

12/2（日）

11/17（土）

開催日

ホテルメルパルク大阪

金沢ニューグランドホテル

TKPガーデンシティ横浜

開催場所

申請受付期間 平成31年3月1日～5月31日

大阪大学大学院医学系研究科
准教授　冨田 哲也

金沢大学附属病院 リウマチ・膠原病内科
科長　川野 充弘

東海大学医学部医学科内科学系
リウマチ内科学 教授　佐藤 慎二

世話人

リウマチ財団登録医を募集しています。

申請受付期間 平成31年3月1日～5月31日

昭和63年度、平成3、6、9、12、15、18、21、26年度

登録医資格再審査・更新手続き（リウマチ財団登録医規則による）

登録医資格の再審査（更新）

規則及び申請方法につきましてはホームページをご覧ください。

・登録の有効期間は5年です。
・更新の要件は以下のように分かれます。

注） 1. 教育研修会とは、財団が主催する教育研修会、又は認定する教育研修会をいう。
 2. 研修単位は財団証明書によるもの。
 3. 研修会出席回数は、同一学術集会において複数の研修講演に出席しても1回である。
 4. 単位証明書及び研修会出席の有効期間は、直近5年以内。

資　格 ≪要件≫
1． 通算1年以上リウマチ性疾患の診療に従事している医師
2． 直近の5年間において
 （1） リウマチ性疾患診療患者名簿 10例
 （2） リウマチ性疾患診療記録（上記名簿のうち） 5例
 （3） 財団主催・認定の教育研修会，eラーニング修得による教育研修単位 20単位以上
  審査料 （申請時） 1万円
  登録料 （審査に合格後） 2万円
  登録有効期間 5年間

※規則及び申請書類一式は財団ホームページよりダウンロードできます。

要　件

手続き

更新料　2万円
但し、日本リウマチ学会リウマチ専門医及び
日本整形外科学会認定リウマチ医は1万円

登録医資格再審査（更新）特例
要　件

手続き
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